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事
類
備
要
』
類
姓
門
に
は
、
こ
の
事
情
を
補
う
恰
好
の
記
載
が
あ
り
、
複
姓
十

四
を
含
む
四
二
五
の
諸
姓
の
五
音
配
分
が
新
た
に
判
明
す
る
。

右
の
資
料
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
姓
氏
制
の
展
開
過
程
に
お
け
る
「
吹
律
定

姓
」
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
試
み
る
の
が
本
報
告
で
あ
る
。
な
お
、
小
川
環
樹

「
反
切
の
起
原
と
四
殻
お
よ
び
五
音
」
(『
中
園
語
察
研
究
』
、
創
文
位
、
一
九

七
七
年
、
所
牧
)
、
梅
原
郁
謬
注
『
夢
渓
筆
談
』

2
(
卒
凡
社
、
東
洋
文
庫
、

一
九
七
九
年
)
、
参
照
。
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司

最
近
の
考
古
皐
調
査
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
不
充
分
で
あ
っ
た
春
秋

・
戦
園
時

代
の
各
図
の
様
子
が
一
部
明
ら
か
に
な
り
、
文
献
の
紋
を
お
ぎ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
楽
に
つ
い
て
も
同
様
に
新
し
い
資
料
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

地
域
的
に
は
西
間
王
朝
の
故
地
で
あ
る
、
峡
西
省
清
水
流
域
に
中
心
を
も
っ
秦

図
が
、
そ
の
後
、
東
方
諸
国
と
の
閲
に
政
治
・
文
化
の
面
で
大
き
な
ち
が
い
を

持
っ
て
く
る
そ
の
位
舎
に
つ
い
て
早
く
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
秦
漢
帝
園
成
立
の

問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
設
表
は
、
秦
の
葬
制
に
鵡
黙
を
す
え
て
、
楽
園
の
歴
史
的
な
位
置
づ

け
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
先
づ
第
一
の
問
題
は
帝
陵
墓
の
成
立
で
あ
る
。
墓

室
の
上
に
大
き
な
版
築
封
土
と
建
物
を
も
っ
中
山
園
王
陵
の
調
査
に
よ
り
、
大

墳
丘
を
も
っ
始
皇
帝
陵
成
立
に
つ
い
て
の
系
譜
の
糸
口
が
つ
か
め
て
き
た
。
第

二
は
、

春
秋
時
代
と
獄
図
時
代
で
葬
制
に
曲
変
化
が
生
れ
て
く
る
が
、
そ
の
背
景

に
あ
る
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
で
あ
る
。
第
三
は
、
戟
園
時
代
末
期
に
み

ら
れ
る
小
型
墓
群
の
成
立
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
の
問
題
で
あ
る
。

以
上
の
三
黙
を
中
心
に
考
察
し
て
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
新
多
七
園
考
。
の
第
一
歩
と
し
た
い
。

『
元
朝
秘
史
』
十
五
巻
本
紗
本
に
つ
い
て原

埠

山

現
在
通
行
し
て
い
る
『
元
朝
秘
史
』
に
は
二
種
の
系
統
が
あ
る
。
洪
武
年
聞

に
編
纂
さ
れ
た
十
二
巻
本
と
、
の
ち

『永
楽
大
典
』
に
収
録
さ
れ
た

『
秘
史
』

か
ら
の
停
本
た
る
十
五
巻
本
で
あ
る
。

そ
し
て
翻
謬
を
は
じ
め
と
す
る

『
秘

史
』
研
究
の
経
緯
か
ら
、
今
日
で
は
十
二
巻
本
が
専
ら
研
究
の
封
象
と
な
っ
て

い
る
。
有
名
な
「
四
部
叢
刊
」
本
や
「
葉
徳
輝
」
本
は
共
に
十
二
巻
本
の
紗
本

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
、
蘇
聯
邦
科
摩
院
か
ら
同
園
に
停
わ
る

十
五
谷
本
紗
本
の
影
印
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
従
来
の
諸
停
本
と
校
合
す

る
と
、
脱
沼
し
た
節
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
の
謀
り
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
等
か

ら
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
ず
、
結
果
と
し
て
「
十
五
各
本
」
全
鐙
も
そ
れ
に
臨
応
じ
た

評
債
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
該
十
五
各
本
に
は
、
他
の
テ

キ
ス
ト
の
誤
寓
を
正
し
う
る
孤
立
的
な
特
徴
も
少
く
な
い
こ
と
も
判
明
し
た
。

『
秘
史
』
の
如
く
紗
本
と
し
て
俸
わ
っ
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
各
テ
キ
ス
ト

閲
相
互
の
殿
密
な
校
合
が
必
要
で
あ
る
。
特
に

『
秘
史
』
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を

漢
字
締
寓
し
た
と
い
う
特
異
な
性
格
を
持
つ
の
で
、
盆
々
鰍
密
な
検
討
が
望
ま
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れ
る
。
十
五
品
宮
本
は
、
こ
の
よ
う
な
必
須
の
作
業
か
ら
と
り
残
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
こ
と
は
、
本
邦
に
俸
わ
る
十
五
巻
本
が
完
全
に
看
過
さ
れ
て
い
る
寅
情
か

ら
も
腕
え
る
。
清
朝
の
大
磁
書
家
陵
心
源
が
「
十
寓
巻
棲
」
蔵
本
中
に
架
蔵
し

て
い
た
一
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
明
治
末
年
将
来
さ
れ
今
は
静
嘉
堂
文
庫
に
牧
め

ら
れ
る
こ
の
木
は
惜
し
く
も
巻
首
を
紋
く
が
、
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が

多
い
。

『
秘
史
』
諸
本
中
に
於
け
る
位
置
づ
け
を
試
み
る
所
以
で
あ
る
。

サ
ン
H

ホ
セ
信
徒
圏
反
凱
の
意
味
世
界

|
|
フ
ィ
リ
ピ
ン
革
命
の
思
想
的
源
流
を
め
ぐ
る

一
考
察
|

|

池

端

雲

浦
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サ
ン
u
ホ
セ
信
徒
固
と
呼
ば
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
数
徒
の
同
胞
闘
慢
か
、
ル
ソ

ソ
島
タ
ヤ
パ
ス
地
方
で
大
規
模
な
反
飢
を
展
開
し
た
の
は
、
一
八
四
一

年
十
月

の
こ
と
だ
っ
た
。
サ
ン
日
ホ
セ
信
徒
圏
は
一
八
三
二
年
頃
マ
ニ
ラ
で
設
立
さ
れ
、

一
八
四

O
年
頃
、
南
タ
ガ
ロ
グ
三
州
に
急
速
な
勢
い
で
浸
透
し
た
、
数
禽
未
公

認
の
同
胞
圏
鐙
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
信
仰
内
容
は
、
き
わ
め
て
正
統
的
な
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
嘗
局
は
四
十
一
年
竿
ば
、
信
徒
闘
の
組
織
規
定

が
ス
ペ
イ
ン
人
と
メ
ス
テ
ィ
l
ソ
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
れ
を

異
端
的
で
あ
る
と
し
て
解
鎧
命
令
を
獲
し
、
同
年
十
月
下
旬
、
寅
力
に
よ
る
郵

墜
を
開
始
し
た
。
そ
こ
で
信
徒
闘
員
は
大
翠
し
て
タ
ヤ
パ
ス
州
イ
サ
パ

ン
の
野

鵬
首
地
に
結
集
し
、
果
敢
な
武
力
抵
抗
を
く
り
旗
げ
た
。

卒
穏
な
信
仰
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
信
徒
闘
が
、
一
夜
に
し
て
武
力
抵
抗
集

闘
に
愛
じ
、
最
後
の
-
兵
に
い
た
る
ま
で
徹
底
抗
載
を
く
り
鎖
げ
た
そ
の
戦
闘

力
は
ど
こ
か
ら
生
じ
た
の
か
。
紹
望
的
な
ま
で
の
貧
困
、
あ
る
い
は
植
民
権
力

の
抑
堅
笹
制
と
い

っ
た
外
在
的
な
説
明
は
、
こ
の
場
合
、
客
観
的
に
説
得
力
を

も
た
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

信
徒
闘
が
追
求
し
て
い
た
救
済
思
想
の

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
反
乱
者
た
ち
が
各
々

の
心
に
思
い
描
い
て
い
た
反
飢
の
意
味
世
界
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
日

の
報
告
で
は
、
そ
の
貼
に
関
す
る
一
つ
の
試
論
を
提
出
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
明
ら
か
に
す
る
反
飢
の
意
味
世
界
が
、
寅
は
、
牢
世
紀
後
に
展
開
さ
れ
る

フ
ィ
リ
ピ

ン
革
命
に
お
い
て
、
西
欧
的
愛
革
思
想
と
正
統
性
を
競
い
合
う
、
土

着
的
愛
草
思
想
の
源
流
で
も
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
指
摘
し
た
い
。

ト
ル
コ

革
命
の
ひ
と
こ
ま
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|

|
エ
フ

ブ
ゼ
イ
ベ

キ
た
ち
の
こ
と
|
|

永

国

雄

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
連
合
園
に
よ
る
ト
ル

コ
分
割
の
危
機
に
直
面
し
て
、

ト
ル
コ
人
が
こ
れ
に
劃
す
る
組
閣
解
放
運
動
を
展
開
し
て
こ
れ
に
勝
利
し
、
ま

た
そ
の
結
果
、

み
ず
か
ら
オ
ス
マ

ン
帝
園
を
滅
亡
さ
せ
て
ト
ル
コ
共
和
閣
を
樹

立
し
た
こ
と
は
、
ト
ル
コ
革
命
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ト
ル
コ
革
命
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、

ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ

ル
に
よ
る
解

放
戦
線
の
統

一
が
ま
だ
寅
現
さ
れ
な
い
こ
ろ
、
イ
ス
タ
ン
プ
ル
市
民
ゃ
、
西
ア

ナ
ト
リ
ア
、

南
東
ア
ナ
ト
リ
ア
方
面
の
民
衆
は
す
で
に
、
連
合
諸
園
軍
に
針
し

て
、
ゲ
リ
ラ
的
な
仕
方
で
す
で
に
武
力
闘
争
に
入
っ
て
い
た
。
か
れ
ら
の
運
動

は
パ
ル
チ
ザ
ン
運
動
と
し
て
わ
が
園
に
も
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。


